
 
 
 
 

 

性の多様性にかかわる正しい知識と認識を持つとともに、周囲に理解されな
いことによる性的少数者の生きづらさを知り、性的少数者が自分らしく生きて
いくことができる社会をつくるために、心掛けたいことや自分にできることに
ついて考えます。 

 
時 間 80 分 人 数 １グループ３～５人 

準 備 資料①・②・③ ワークシート①・② 封筒 筆記用具 

 

 

 

 

 
 

活動の進め方 

＜準備＞ 資料①（8 枚に切って、封筒の中に入れて用意）  

１ グループの中で順番に、一人１分間で自己紹介をします。 

 ＜自己紹介の仕方＞ 

・初めに名前と所属などを言います。 

・あらかじめ決めておいた「お題」について話します。 

２ 「あなたは気になる？気にならない？」に取り組みます。 

  ・封筒に入っているトークカードを１枚引き、書かれている内容や

言葉から感じたこと、思ったことについて話し合います。 

  ・意見交換が終わったら、次のカードを引いて話し合います。 

  ・決められた終了時刻まで繰り返します。 

 

                  
 
                   
                
 
  

 
 
 
 

                 

 
 

45 分 

 
      20 分 

 

ア イスブ レーキ ング 
      15 分 
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的
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え
る 

あなたは気になる？気にならない？ 

＜アクティビティ２＞ 

性の多様性について理解を深めよう 

＜アクティビティ３＞ 

これからの自分について考えよう 

活動のねらい 
自己紹介と「あなたは気になる？気にならない？」の活動をとおし

て、これからの学習に向けて関心を高めます。 

 

「お題」は、参加

者が話しやすい内容

にして、グループの

雰囲気を和ませるよ

うにします。例「こ

の三日間で嬉しかっ

たこと」等。 

話合いでは、気に

なる理由や気になら

ない理由を伝え合い

ながら、男女それぞ

れに対する固定観念

や偏見に気付くよう

に促します。 



 

 

活動の進め方 

＜準備＞資料②・③ ワークシート①  
 

１ 資料②を示し、LGBT など性的少数者について、一人一人の性

は複雑で、世の中に存在する性は多様であることを理解します。 

 

２ ワークシート①のエピソードを読み、登場人物の「ある女性」

が性的少数者として抱える不安や悩みについて話し合います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 性的少数者は、人との関わりや日常生活を送る上で、どのよう

な生きづらさを抱えているかを考えたり、想像したりしたことを

ワークシート①に記入します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ ワークシート①に記入したことをグループで話し合い、出され

た意見を全体で発表し合います。 

 

５ 資料③から、性的少数者が抱えている生きづらさの背景につい

て考えます。 

 

６ （５）で考えたことをグループで話し合い、出された意見を全

体で共有します。 

 

活動のねらい 
多様な性のあり方を理解されないことによって、性的少数者が

生きづらさを感じたり、固定観念や偏見から差別などの人権問題

につながっていたりすることを認識し、性の多様性についての理

解を深めます。 

グループに当事者がい

るかもしれないことに配

慮するよう伝えます。                                                      

LGBT を含む性的少

数者に該当する人の割

合は約 8.9％であり、そ

れは 11 人に 1 人の割

合であったという調査

結果があります。 

出典：「電通ダイバー

シティ・ラボ LGBT

調査 2018」 

「性的少数者が抱えて

いる生きづらさは、何に

よるものだと思います

か。」と問いかけ、話合

いから自分自身にある固

定観念や偏見に気付くよ

うに促します。 

「ある女性」のエピソ

ードの不安や悩みは性的

少数者の抱えているほん

の一部分でしかないこと

を伝え、資料①で示した

性的少数者の立場になっ

て、生きづらさを具体的

に話し合うように促しま

す。 

【不安を感じたり、悩んだりする理由の例】 

・好きになる性が、周囲の友達とは違うことに気付いた疎外感から 

・他の女性と同じように、異性を好きになれないから 

・恋愛対象が同性にしか向かないことは、自分でもどうにもならないから 

・自分自身が一体何者なのか、自分でも分からないから 

・友達や家族に自分のことを受け入れてもらえないかも、という怖さから 

・好きな人が同性であるために、素直に好きと伝えられないから 

・好きな人に、同性愛や同性愛の私を受け入れてもらえるのか分からないから 

・同性愛であることを周りの人に暴露されるかもという怖さがあるから 

【生きづらさの例】 

・言葉による差別や暴力を受ける ・いじめられたりからかわれたりする 

・結婚差別や就職差別を受ける  ・男らしさや女らしさを強要される  

・男女に分けられた学校生活を無理にさせられる 

・アウティング（暴露されること）される ・信じていた人から裏切られる 

・仲間はずれにされる ・仲間がいない  ・わがままと捉えられる 

・性自認とは異なるトイレに入りたくない ・笑いのネタにされる 

【共有したい意見の例】 
・性的少数者への偏見や固定観念 ・性的少数者への無理解  ・差別意識 
・周囲の人の受け入れない雰囲気 ・理解しないことによる嫌悪感  

「登場人物は、どうし

て不安に感じたり悩んだ

りしたのでしょうか。」

と問いかけ、登場人物の

不安な気持ちに寄り添い

ながら、その理由につい

て共感的に話し合うよう

に伝えます。                                                       

学校や職場等の様々な

場面で見聞きしたことや

メディアから得た情報を

基に考えたり、想像した

りして、記入するように

声をかけます。 



 

 
 

活動の進め方 

＜準備＞ワークシート② 
 

１ ワークシート②を読みます。 

 

 

２ 性的少数者が自分らしく生きることができる社会をつくるた

めに、どのようなことを心掛けていけばよいかワークシート②に

記入します。 

 

 

３ ワークシート②に記入したことをグループで話し合い、出され

た意見を全体で発表して共有します。 

 

 
 
 

活動のねらい 
性的少数者が自分らしく生きることができる社会をつくるた

めに、自分には何かできるかを考え、自分にできることを行動に

移していこうという意欲を高めます。 

多様な性を認め合い、

互いに尊重し合うため

に、自分たちができるこ

とについて考えを深めら

れるようにしていきま

す。 

性に対する多様な価

値観を受け入れて、全て

の人の人権が尊重され

た社会を築いていくこ

との大切さについて触

れます。 



トークカード「あなたは気になる？気にならない？」 

 

 

 

男子は我慢、泣いちゃダメ 

 

女子は笑顔、愛想よく 

 

男なのに、美容院に行くの？ 

 

女なのに、トラックの運転をするの？ 

 

お茶出しは女性 力仕事は男性 

 

トイレの表示 男は青 女は赤 

 

男は度胸 女は愛嬌 

 

女々しい 雄々しい 

  

資 料 ① 



 

 

 

 

 

性のあり方は、下記のように複雑な要素で構成されています。一人一人の性は複雑にでき

ており、世の中に存在する性は多様です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 好きになる相手が同性や両性の人（性的指向）、また自分の身体の性別に違和感をもって

いる人（性同一性障害者）がいます。こうした人たちは、社会の中で少数であるため、「性

的少数者」と呼ばれます。その性的少数者を表す言葉として「LGBT」という言葉が一般的

に使われることがあります。 

頭文字 名  称 特  徴 

L 
レズビアン

（Lesbian） 

女性同性愛者。女性を恋愛対象としたり、女性

に性的魅力を感じたりする女性。 

G 
ゲ   イ 

（Gay） 

男性同性愛者。男性を恋愛対象としたり、男性

に性的魅力を感じたりする男性。 

B 
バイセクシャル

（Bisexual） 

両性愛者。男性も女性も恋愛対象としたり、男

性にも女性にも性的魅力を感じたりする人。 

T 
トランスジェンダー 

(Transgender) 
自分の生まれたもった身体の性に違和感がある人。 

 

 また、自分の性別が分からない人（クエスチョニング）を加えて、「LGBTQ」という言

い方もあります。さらに、性的指向が男性でも女性でもない、トランスジェンダーでレズ

ビアンである等、性的指向や性自認のあり方は多様です。 

 

性の多様性について 

 性のあり方  
からだの性 

（生物学的性） 
 

こころの性 

（性自認） 
 

（性的指向） 
 

表現する性 

（服装や行動） ＝ × × × 

資 料 ② 



 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

引用 A 「(C)特定非営利活動法人 虹色ダイバーシティ 2019」HP から抜粋 

引用 B 「性的指向および性自認等により困難を抱えている当事者等に対する法整備のための全国連合会」HP から抜粋 

性的少数者の声 

【声】 

 制服など嫌なことはたくさんあっ

たが、一番問題になったのは、その

「嫌だということ」という気持ちが

「おかしい、変だ。」と言われねじ

曲げられたこと。（引用 A） 

【声】 

 学校や教科書で多様な性に関して適切な情報を得

られず、相談できる場所もなかった。インターネッ

ト上で情報を探しても不正確なものばかりで、「誰か

にバレたら生きていけない。」「大人になれない。」と

思った。（引用 B） 

【声】 

 毎年高校の文化祭で

GAY（ゲイ）コンとい

う女装コンテストがあっ

たが、その話になった時

に国語の先生が、「ゲイ

イコール女装ではない」

とひとこと言ってくれ

た。誰も気にしていなか

ったが、私には安心感が

あった。（引用 A） 

【声】 

 地方では、周囲に性的指向や性自認等につい

てカミングアウトしづらく、心から打ち解けら

れる友人ができず、住み慣れた土地を結局離れ

て都会に出ざるを得なかった。（引用 B） 

【声】 

 テレビ番組に出演しているオネエタレン

トを見て、親が「生まれてくる子がゲイな

ら中絶する。」「うちの家族にはいなくてよ

かった。」と言われ、傷ついた。（引用 B） 

【声】 

 避難所を管理する自治体職員に性

的指向や性自認への配慮を求めたと

ころ「こんな大変な時にわがままを

言わないでほしい。」とたしなめら

れた。（引用 B） 

【声】 

 幼稚園時代、僕ともわたしとも言えず自分のこと

を、自分と呼んでいたら「女の子だからわたしでし

ょ。」と幼稚園の先生に直された。恥ずかしくてなか

なか自分を呼べなかった。（引用 A） 

【声】 

 子育ての場面で、保育園に男女が青

と赤に分かれていたスモックの色につ

いて問題提起したら、黄色に統一して

くれて嬉しかった。（引用 A） 

【声】 

 トイレや更衣室を分けてくれた。カミングアウトか

らその対応までが迅速で感謝した。戸籍上は女性だ

が、自分を指すときに「彼」と言ってくれた。自分は

その場にいなかったが、そのように認識してもらえて

嬉しかった。（引用 A） 

【声】 

 メディアで性別違和や同

性愛をおかしいものと話し

たり、存在しないと言った

り、笑いのネタにしたり、

カミングアウトした当事者

に対しても否定したりする

のを見て、深く傷つけられ

た。 ※カミングアウト：打

ち明けること （引用 B） 

資 料 ③ 



誰もが自分らしく生きるために 

  ～多様な性を認め合える社会を目指して～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 性的少数者は、人との関わりや日常生活を送る上で、どのような生きづらさを抱えてい

るでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

  

私は「女性」です。 
幼少期から小学生の頃は、男の子とも女の子とも遊んでいました。中学生に

なり、友達同士で好きな男子のうわさ話をするようになりましたが、私は興味

がありませんでした。友達と話を合わせられるように、好きな男子を見つけよ

うと努力しましたが、見つけられませんでした。その後、共学の高校に通うよ

うになり、私のことを好きになってくれた男子がいて、「付き合えば好きにな

るだろう。」と思いましたが、やっぱり好きになれませんでした。 
私は、ほかの女子と同じようには男子を好きになれなかったので、「自分は

変なの？どうしてなの？私だけなの？」と、不安な気持ちでいっぱいになりま

した。そして、友達はこんな自分を受け入れてくれないのではないかと、毎日

悩み続けました。 
最近、心の底から好きな人ができました。職場の同僚です。好きになればな

るほど、その人に本当の私を知ってもらいたいという気持ちが強くなってきて

います。でも、受け入れてもらえなかったらどうしようという不安な気持ちも

あります。その人との関係が悪くなってしまうなら、ずっと黙っていた方がい

いのではないかと、苦しい気持ちでいます。 
その私の好きな人は、私と同じ「女性」なのです。 

「ある女性」のエピソード 

 

ワ ー ク シ ー ト ① 



誰もが自分らしく生きるために 

  ～多様な性を認め合える社会を目指して～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

参考：「人権教育指導者用リーフレット」（栃木県教育委員会）を基に作成 

◎ 性的少数者が自分らしく生きることができる社会をつくるために、どのようなことを

心掛けていけばよいでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

これからの自分について考えよう 

ワ ー ク シ ー ト ② 


